
（別紙３）

～ 2025　年　2　月　20　日

（対象者数） 21人 （回答者数） 17人

～ 2025　年　2　月　20　日

（対象者数） 13人 （回答者数） 10人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

継続することで、子どもたちの発達支援に繋げる。

運動内容が固定されないように、ローテーションしながら実

施していく。

2
活動内容以外に、建物の紹介や利用時間など、事業所のこと

を知ってもらえるような投稿も行っていく。

3

行ってみたい、挑戦してみたいことの要望を聞いて、取り入

れていく。

自立支援に向けて、公共交通機関を使った外出支援も検討。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方へ、学習・運動。コミュニケーションなど、優先

してほしい内容をアンケートで調査し、平日の活動スケ

ジュールを見直していく。

2 簡易設置ができるスロープや手すりを増やす。

3

○事業所名 放課後等デイサービスわかばの杜・刈谷

○保護者評価実施期間 2025　年　2　月　1　日

○保護者評価有効回答数

2025　年　2　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025　年　2　月　20　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

平日活動スケジュール 高学年の利用者が増え、事業所で過ごす時間が減った。　

事業所施設の環境 賃貸のためバイアフリー化が難しい。

運動療育の実施

理学療法士の研修・現場指導を受け、日々の支援として取り組

んでいる。

一人ひとりの発達に合わせて、運動の実施内容を変更し、行っ

ている。

SNS（インスタグラム）

活動の様子を細かく掲載している。

いつ・どこへ行ったのか一目で分かるように、表紙を付けて投

稿している。

休日の活動内容

博物館、美術館といった芸術に触れる場所へ外出したり、野菜

の収穫やフルーツ狩りなど体験型の活動も取り入れ、固定化し

ないように工夫している。

事業所における自己評価総括表 公表 


